
4 款 2 項 1 目

17 年度 設定なし

233,636

0.60
8,135
0

4,881
0

0
0

52,136
112,513

0
0
0
0

2,440
0

8,135
0.300.60

8,135
0

4,881
0
0
0
0

302,230

0.80
7,999
0

6,399
0
0
0
0

266,909

人件費
内訳

財源内訳

項　　　目
直接事業費
人件費
合計
人工数
人件費単価
補助事業人件費
人件費
国庫支出金
県支出金
地方債
その他
一般財源

事業費及び財源内訳
25年度決算9月末の執行状況25年度予算24年度決算

事業費
260,510
6,399
0

297,349
4,881

302,230 112,513
2,440

110,073 280,891
4,881

285,772

リサイクル率の向上に向けて、ごみ収集カレンダーを始めとする各種啓発資料を更新する。

地球規模での保全を視野に資源の有効利用の徹底と日常生活におけるごみの発生抑制とリサイクルの徹底
を目指す。

事業の目的

一般家庭ごみの収集・中間処理・最終処分等の委託、指定ごみ袋の供給、ごみ収集啓発資料の作成、不法投
棄防止パトロール、粗大ごみ戸別収集受付事務

事業の内容

改善策の
具体的

取り組み
（当初）

改善策の
具体的

取り組み

市民生活課

廃棄物の処理及び清掃に関する法律、伊予市廃棄物の処理及び清掃に関する条例
根拠法令等

【開始年度】 平成 【開始年度】実施期間

出来 和人
所管課情報 担当課： 535

所属長： 担当責任者：記入者情報
事業の性格

電話番号（内線）：

法定事務

事業の対象 市民及び一般廃棄物（一般家庭ごみ）

窪田 春樹

評価対象外事業
ごみ処理事業事務事業名

予算科目

総合計画での位置付け
住環境の整備と生活安全の確保〜はつらつ住みよいまちづくり〜
生活環境の整備

公共建設事業一般事務平成25年度事務事業評価シート
該当事業（評価対象外事業は基本情報のみ記載）

14.5
1638
11300

25年度実績9月末の実績25年度予定
事業活動の実績（活動指標）

24年度実績単位項目
ごみ総量
総資源化量
リサイクル率

向こう5年間の直接事業費の推移
26年度 27年度 28年度 29年度 30年度 5年間の実績

12028
2182
18.1％

ｔ
ｔ 11894

2081
17.5

3426(中山除く）
705
20.5

1,500,000300,000300,000300,000300,000300,000
年度

実施スケジュール
項目 24年度以前 25年度 26年度 27年度 28年度 29年度 30年度以降

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-
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成果指標
家庭系可燃ごみ収集量（ｔ）

0060906361

「ごみ収集カレンダー」「ごみの出し方分け方」「ごみ分別辞典」「ごみ分別の手引き」これらゴミの分別回収
に関する啓発資料を多く発行しているが、生活様式の変化に伴いゴミの種類も多様化していることから、
最新の表現に内容を見直す時期がきている。内容を精査して分かり易く分別方法を掲載することで、分別
による家庭ゴミの排出量が減らすと同時に、リサイクル率の向上を目指したい。

自己評価
4目的の妥当性

市民ニーズへの対応 4

成果指標

指標設定の
考え方

ごみの分別の徹底、資源ごみのリサイクル化を推進することにより、可燃ごみが減少するため。

目　　標
実　　績

区分年度 24年度 25年度 26年度 目標27年度
5204547357436020

受益者負担の適正 3

妥当性

有効性

効率性

自己評価
（担当責任者）

B

B

C
手段の最適性 3

コスト効率 3

成果向上の可能性 4
施策への貢献度 4

市の関与の妥当性 4
事業の効果 3

課題認識

一次評価

一次評価
（所属長）

妥当性
目的の妥当性 4

B市民ニーズへの対応 4
市の関与の妥当性 5

有効性
事業の効果 4

B成果向上の可能性 4
施策への貢献度 4

効率性
手段の最適性 3

課題認識

「ごみ収集カレンダー」「ごみの出し方分け方」「ごみ分別辞典」「ごみ分別の手引き」これらゴミの分別回収
に関する啓発資料を多く発行しているが、生活様式の変化に伴いゴミの種類も多様化していることから、
全体の資料を見直し、高齢者向けに文字は大きく、判りやすくまとまった資料にする必要がある。さらに分
別への理解を進めることにより、リサイクル率を高め、ゴミの減量につなげていきたい。

以下の点について外部評価が必要と判断し、行政評価委員会に諮る。

意見、課題
 行政評価委員会の抽出事業により、外部評価に諮ることとする。

コスト効率 3
受益者負担の適正 4

B

二次評価
二次評価

（所属部長）
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行政評価委員会の答申

外部評価
（行政評価委員会）

・ごみ収集運搬事業からごみ処理事業となった。こういう形で一本化するのが分かりやすいと思う。・それ
ぞれの事業内容や効率・効果を高める実績の全ては書ききれないと思うが、事業全体の姿が分かるよう
詳しく書いた方が良い。・資源ごみの回収活動には地域や障害者団体も参加しており、大事なことであ
る。そういう指標や実績が表れると、市民の協力で減量できていると明確になると思う。市民を含めた協
力により循環型にしていくのが大事だと強調いただければと思う。・高齢者世帯や一人暮らしの家庭がど
んどん増えている。日常のごみ出しにも苦労しているという情報をしっかり集めることも大事だと思う。・ご
み収集において、こういうごみの出し方は問題だと、イラストなり写真なりで事例紹介をしっかりやっていた
だきたい。・ごみ収集は市民生活にとって欠かすことのできない事業である。・一部野焼きをする人がいる
のではないか。真っ先にやってはいけない事例の中に盛り込み、啓発すべきだと思う。

経営者会議の最終判断

事業の方向性

意見、課題

市民に欠かすことのできない事業であり、分別による家庭ごみ排出量の減少、リサイクル向上に努めるこ
と。

下記の点を見直しの上、継続する。


